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改善するべき点

担当教官のコメント

・ある事象に対していろいろな根拠をわかり易く述べて説

明してくれた。�

・最初は板書を消すのが早かったが、途中からよくなった。

・話し方が、聞きやすくて、頭に入りやすかったです。�

・板書がしっかりしているところ。�

・丁寧な板書をしながら進めて下さったこと。

・細胞学Iとの整合性は、平成16年度からは細胞学Iも担当するようになるので、良くなる予定です。�

・物理や数学を使って定量的に生命現象を理解することはこの授業の主眼の一つなので、分からないことがあったら積極

的に質問するか自分で勉強するかして下さい。�

・字を大きくする点と、講義の進行具合については、考慮します。

・細胞学�と範囲がかぶっているところが多かった気がし

ます。

・字を大きくしてほしい。�

・最後が中途半端に終わってしまったのが気になります。

�

・物理が絡んでくるとほとんど理解できない。�

・プリントなど使って授業を進めてもらえたらもっと理解

が深まったと思います。1・2学期の細胞学�と重複する

内容が多かったです。

良い 普通 良くない

3 03

興味深さ

良い 普通 良くない

3 03

分かり易さ

良い 普通 良くない

2 13

話し方・速度

良い 普通 良くない

1 05

板書・プリント・
他メディア

良い 普通 良くない

0 15

シラバスとの
整合性

良い 普通 良くない

3 03

あなた自身の
取り組み

良い 普通 良くない

2 04

あなた自身の
満足度

良かった点
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